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 このたびは、大賞という大変素晴らしい賞をいただきありがとうござい

ました。まさか昨年に続いて受賞できるとは思っていなかったので、嬉し

い驚きです。 

 伝統文化大会では、年末年始の慌ただしさの中で作品と向き合っていま

す。普段は通信教育のため、特に毛筆は年末の講習会でご指導いただいた

後、自宅での練習時間はわずかでした。新学期早々、学校のテストを控え

ていたので、テスト勉強と並行して毛筆作品を仕上げ、テスト終了後から

提出までは怒涛のように年賀はがきの清書を行いました。 

 本来私は、毛筆よりも硬筆のほうが得意です。そう思うからこそ、年賀

はがきは良い作品にしたいという気持ちが特別強いのですが、塾やテスト、

部活動に追われ納得のいく作品ではありませんでした。もっと美しい文字

が書きたいのに書けなかった悔しさを忘れずに、少ない時間でも効率的な

練習を心掛けたいです。次回こそは、自信を持って作品を提出できるよう

に努力します。 


